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　大気境界層や大気汚染現象を研究している者でHanna

S・R．の論文を知らない者はいないだろうし又，Mr．Pli－

me　Riseと言われるBriggsの論文に目を通さない者も

いないだろう．彼等2人とHosker（建物近傍の拡散問

題では著名である）が書いたのがこの本である．

　Handbookとは言っても本文は90頁程度でしかない

ので非常にハンディーである．しかしながら内容はかな

り広い範囲にわたって取りあげている．本書の構成は13

章になっているが，大別すると最新の知見を加えた基礎

編と近年の大気拡散での問題を取りあげた応用編とにわ

かれる．第1章はMeteorologyで極めて基礎的な内容

が述べられている．少々簡単すぎて乱流の構造などの記

述が少ないのはものたりない点であるが．第2章では

plume　R．iseについて述べ，良くまとめられている．

第3章ではSourceE価cts，これは煙突および建物の拡

散におよぼす影響について述べている．第4章Gaussian

Plume　Model　fbr　Continuous　Sources．何故Gaussian

Mode1を使うかと言った記述がおもしろいし，Gaussian

Modelの適用限界についても注意深く書かれている．

第5章Statistica1ModelsofDim、sion　fωmContinu－

ous－pointSources，第6章PuffDi価sion．第7章Simi－

1arity　Models　of　Di伍lsion，第8章Gradient　TransPo「t
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（K）Modelsは色々な基礎的な拡散モデルについての記

述であるが，データーなどには最近の論文（70年後半以

後）を多く使ってわかりやすく書かれている．第9章か

らは応用編で，第9章Urban　Di飾sion　Modelsでは，

今まで色々な研究所で開発された都市域での拡散モデル

について述べている．第10章ではRemoval　Mechanisms

について述べている．第11章ではCooling　Tower　Plu－

mes　and　Drift　Depositionンこついて述べているが，我が

国でもこの種の問題は今後地熱発電などがふえればすぐ

に間題になると見られる．第12章はAir－Pollution　Me－

teorology　in　Complex　Terrainでアメリカで最近数多

くの野外実験が行われている．いわゆる“hot”な問題

である．ただ残念ながらそれらの結果をふまえるまでに

は到らず間題点の指摘程度になっている．第13章では

Long－Range　Transport　ed　Diffhsionで北米，ヨーロツ

パなどで間題となっている酸性雨に伴う移流，拡散間題

が取りあげられている．

　以上の様にこの　Handbook　では広範囲な内容が90

頁たらずの中に網羅されている．又，記述は理論の詳細

な紹介よりも最新の公式と単純な現象の記述にとどめ，

技術者やコンサルタント，気象にたずさわりかつ大気拡

散問題を考えなくてはならない人々を対象としている．

さらにこの本は実際に大学，大学院のテキストとしても

使われているようである．そのために間題集が各章の終

わりについており理解を深めるのに役立つ．

　Handbookとしての役割から頁数を極力少なくして，

詳しいindexによって簡単に使える様に考えてあるが，

記述が簡単過ぎて物足りない面もある．これについては

refbrenceが完備しているのでそれを参考にすれぱ良い

だろう．up　to　dateな大気拡散ハンド・ブックとして

ぜひ一読をおすすめする．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小川　靖）
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